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進め︕ キャッシュレス決済進め︕ キャッシュレス決済
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コロナ禍でキャッシュレス決済が増えた
今なお現⾦で商品を購⼊する⼈は多いのですが、コロナ禍で⽀払い⽅法に変化があったようです。
調査機関（MMD研究所調べ）によると、2割の⼈の⽀払い⽅法に変化があり、現⾦決済が減少し、
キャッシュレス決済を増やした⼈が多いことが分かりました。
その理由は、お⾦に触れたくない、ネットショッピングが増えた、お店の⼈と接触する機会を減ら
したい、といったことのようです。

諸外国に⽐べてキャッシュレス⽐率が⾼まらない⽇本ですが、コロナ禍で外出を控え、接触を避ける
ようになる中、キャッシュレス決済の利⽤頻度が着実に増えているようです。

厚⽣労働省は5⽉、新型コロナウイルスを想定した
「新しい⽣活様式」を公表し、実践例が⽰されています。
3密（密集・密接・密閉）の回避や⼿洗い、換気はも
ちろんのこと、キャッシュレス決済の利⽤を推奨してい
ます。
消費者と店舗側にとって、キャッシュレス決済が感染
対策として有効な⼿段になっていくでしょう。
今春に開業した、⼭⼿線新駅「⾼輪ゲートウェイ駅」
に無⼈コンビニエンスストアの常設店が導⼊されるなど、
今後、キャッシュレス店舗が増えていくと予想され、
国内の決済アプリに係る市場規模の拡⼤が⾒込まれます。

新しい⽣活様式は キャッシュレスで

今回のコロナ禍で、現⾦を使っていた場⾯で
キャッシュレスを利⽤する機会が多くなり、消費者
の中には利便性を感じた⽅が増えたと思います。
キャッシュレス決済が進めば、店舗側にとっても
多くのメリットが⽣じます。
例えば、キャッシュレスで⽀払われることにより、
どういう⼈が、何を買ったのか、といった情報を得
ることができ、今後どういった商品を仕⼊れれば良
いかなど、効率的な商品管理が可能になります。
また、経理業務の負担軽減や従業員の業務負担の
軽減などの効果も⾒込まれます。

【コロナ禍の影響による主な支払い方法別の利用変化】

MMD研究所×スマートアンサーの情報をもとに日興アセットマネジメント
作成 ※上記は過去のものであり、将来を約束するものではありません。

（2020年4月22日調査）

公正取引委員会の調査報告書などの情報をもとに日興アセット
マネジメント作成※上記は過去のものおよび予想であり、将来を
約束するものではありません。

【国内の決済アプリ**に係る市場規模の推移】
**QRコードやバーコード読み取り

年平均
約64％成長
（19年～25年）

参考：2019年コンビニエンスストア売上高
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